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1. はじめに

　近年，ブロードバンドの普及を牽引力として，サービス
を提供するバックボーンであるコンピュータ・ネットワー
ク装置・ストレージ装置の処理能力は飛躍的に増大してい
る。これに伴い，これら装置間あるいは装置内でのデータ
通信量も増大しており，従来，長距離で用いられてきた大
容量高速通信が可能な光通信の短距離系への応用が期待さ
れている。光通信の短距離系への応用は，主にハイエンド
系のコンピュータ（スーパーコンピュータ）や大容量ルー
タで進み，2000年代初めから実用化が行われている。ま
た，民生機器においても，2009年に Intelがパソコン用次
世代高速 I/Oとして光配線を発表し，さらに LightPeakに
準拠した光配線を 2011年 SONYが VAIO1)に世界で初めて
搭載し話題を集めた。しかしながら，期待とは裏腹になか
なか普及は進んでいないのが現状である。普及を進める課
題としては，技術的には，電気配線と比較しての光配線の
優位性である配線損失の少なさによる高速伝送・低消費電
力特性を活かしつつ，民生機器に導入できるレベルへの低
コスト化，光源に用いる面発光レーザ (VCSEL: vertical-cavity 
surface-emitting laser)の信頼性向上が鍵となる。光回路実装
委員会では，技術的な指針を示すため，当該技術の専門化
を招聘し技術的な議論を行い，そのまとめてとして定期的
にロードマップを発行している。また，定期的に公開研究
会を開催し活発な討論を行っている。本稿では，上記ロード
マップについて，昨年度発行した最新版に記載された内容
について，および，公開研究会について簡単にご紹介する。

2. ロードマップの発行

　エレクトロニクス実装学会・光回路実装技術委員会で
は，2003年度版を初版とし約 2年に 1度の間隔でロード
マップの発行を行っている。
　最新版である 2010年度版 2)においては，従来からの光
配線の優位性である消費電力に再度着目し，配線・実装技
術として電気と光を具体的な指標を用いて比較し，光によ
る低消費電力配線の展望を示した。また，近年，光配線の

小型・高密度および低コスト化で期待されているポリマー
導波路に着目し，光リンクモデルの設計を通じて光ファイ
バとポリマー導波路の差を比較し，ポリマー導波路の目標
仕様を具体的に導出した。この中では，従来から用いられ
ている 850 nm帯の光源と信頼性・高速性に優れると期待
される 1,060 nm帯の光源との比較検討も行っている。以下
では，2010年度版を抜粋し，その検討状況について簡単に
ご紹介する。
　まず，最初に配線の消費電力について示す。図 1は 0.35 
Vp-pの LVDS信号を伝搬させた場合の配線長とチャネル当
たりの消費電力の関係を示した図である。伝送周波数 11.9 
GHzでは，配線長 20 cmで 0.006 W/ch，30 cm 0.026 W/

ch，50 cmで 0.47 W/ch，70 cmで 0.85 W/chの電力消費が
配線部のみで生じる。光配線の適用領域を，ボード間の
バックプレーン伝送とすると伝送距離は 1 m程度となり，
この場合，配線部の消費電力は 12 chで 7.9 kW，50 chで 33 
kWとなり，システムレベルの限界を超える可能性が高い。
　次に，LSI間を光配線で接続する構成での消費電力を検
証した。なお，光送信部は面発光レーザ (VCSEL)とその駆
動回路 (LDD)で構成され，光受信部はフォトダイオード
(PD)およびインピーダンス変換増幅器 (TIA)で構成されて
おり，最近の報告例では，光波長 985 nm を用いた伝送で，

図 1.　差動配線における消費電力
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